
 

平成２９年７月２７日（２０１７） 第００５０号 

『言葉の上すべり』         院長メモ 

 

過日行われた岩手西北医師会主催の医療懇話会で

私が敬愛する講師の徳永先生（勝手に私が思い込ん

でいる）がおっしゃった。『「患者さんに寄り添う」「患者

さんの声にじっと耳を傾ける」どっちも言葉としては綺

麗だが、何か言葉が上すべりしているように思える』と

おっしゃった。 

私も常々同じようなことを考えていた。 

医療に関する事柄のみならず、私があやしいと思って

いる言葉やセリフはいずれも耳障りが良く、しかも正論

であることが共通している。 
 

 

政治家の言う「しっかりと検討して」（たぶん何もしない） 

「ひとつひとつ丁寧に」（たぶん放りっぱなし） 

「国民の声に耳を傾けて」（たぶん無視されてる） 

などがその例である。いずれの言葉も絶対といっていい程、異論の余値のない正論の

羅列である。また「必ず」「絶対」という言葉もやはり怪しいし、胡散臭い。 

『私の悪いところがあったらはっきり言って下さい。必ず直しますから』と言って、態度が

改まった人を私は見たことがないし、『悪いようにはしないから・・・』と言われて酷い目

にあった人を何人も知っている。『国際的な○○』、『○○にやさしい』とかは、すべて怪

しい部類に入ると私は思っている。 

「世の中に絶対というものなどない。諸君はそんなものにだまされるな！」と私の高校

の時の担任はよく言っていたし、いつの世にも絶対正しく、絶対の間違いというものも

なく、我々は両極端の入り混じったグレー中で、生の生活をしている。医療だってまさ

に１００％の科学である訳ではなく人間と社会を間に挟んで実にあいまいな作業を行っ

ているにすぎない。 

一方で、誰もがそれほど白黒のはっきりしたものを追い求めている訳ではない、と私は

思っている。その意味では、政治家のそんたく
．．．．

は都合によっては必要悪かもしれない。 

 

話はまったく変わるが、私の家内が毎日私の腹の出具合をみて、『よくそんな腹をして

患者さんに痩せろだとか食事・運動に注意して、なんて言えるわね。』と私に小言をた

れるが、患者さんだってそんなことは分かっていて私の相手をしてくれているだけであ

る。だからそのような些細なことは患者さんがそんたくしてくれているわけで、まさにど

うでもいい事なのである。と話の流れが全くデタラメだが、そういう事なのである。 
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午前検査外来 

○=休診日 ★=診療時間変更 

 

★ 

★ ８月 ５日(土) 午後休診 

県医師会郡市医師会長 

協議会出席の為 
 

※ 都合により変更になる事がございます。御了承願います。 

（日曜・水曜・祭日は休診日です） 平成２９年８月 

 

 

腸内フローラが健康を左右している 

 
指導：国立研究開発法人理化学研究所辨野特別研究室 特別招聘研究員 辨野 義己 

（日本医師会「日医ニュース：健康ぷらざ No.486」より抜粋） 


